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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
最
後
31

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
上
田
卸
商
業
協
同
組

合
の
事
業
活
動
に
対
し
、
心
温

ま
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

不
透
明
さ
増
す
経
営
環
境

変
化
へ
の
即
応
を

　

昨
年
は
我
が
国
経
済
も
、
堅

調
な
世
界
経
済
を
背
景
に
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
き

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

保
護
主
義
的
な
政
策
が
米
中
貿

易
摩
擦
の
問
題
を
生
み
、
今
や

覇
権
争
い
と
化
し
て
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
影
響
を
与
え
て
お
り
、
先

行
き
も
い
っ
そ
う
不
透
明
感
を

増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち

地
方
卸
売
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、
流
通
構
造
の
変
化
、

消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
迷
が
続

き
、厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
、
地
方

創
生
の
流
れ
、人
手
不
足
の
中
、

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
施
行

さ
れ
、「
生
産
性
の
向
上
」は
必

要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
の

対
応
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
、
Ｉ

Ｏ
Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）導
入

な
ど
の
活
字
を
、
毎
日
目
に
し

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
の
我
々
も
、
研
修
・

情
報
交
換
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

周
辺「
物
流
道
路
網
」の

整
備
が
も
た
ら
す
効
果

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち

企
業
活
動
に
お
い
て
物
流『
道

路
網
』は
大
き
な
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
４
月
28
日
、
中

部
横
断
自
動
車
道
が
佐
久
南
Ｉ

Ｃ
よ
り
八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
ま
で

の
１
４
・
６
㎞
が
延
伸
し
ま
し

た
。
南
佐
久
郡
、
山
梨
へ
の
配

送
は
格
段
に
向
上
し
、
多
く
の

観
光
客
が
白
駒
池
、
駒
出
池
の

八
千
穂
高
原
一
帯
へ
訪
れ
た
と

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
双

葉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
経
由
、
静

岡
市
清
水
区
ま
で
延
伸
予
定
で

す（
約
１
３
２
㎞
）。当
地
域
は
、

太
平
洋
か
ら
日
本
海
の
中
心
と

な
り
ま
す
。
早
く
も
先
駆
け
で

人
手
不
足
、
労
務
改
善
、
経
費

削
減
の
点
も
あ
り
ま
す
が
、
弊

社
か
ら
ト
レ
ー
ラ
ー
を
牽
引

し
、
清
水
港
で
フ
ェ
リ
ー
船
に

積
み
込
み
、
九
州
の
ド
ラ
イ

バ
ー
さ
ん
の
待
つ
大
分
港
ま
で

海
上
輸
送
す
る
ル
ー
ト
も
実
験

中
で
す
。

　

上
田
市
に
お
い
て
も
、
８
月

25
日
に
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料

道
路
が
無
料
化
さ
れ
、
通
行
量

は
６
割
増
と
の
こ
と
で
す
。
三

才
山
ト
ン
ネ
ル
は
２
０
２
０

年
に
、
新
和
田
ト
ン
ネ
ル
は

２
０
２
１
年
無
料
化
と
、
当
初

計
画
よ
り
前
倒
し
で
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。
加
え
て
松
本

地
域
へ
の
国
道
１
４
３
号
線

の（
仮
称
）青
木
ト
ン
ネ
ル
も
、

ル
ー
ト
決
定
に
向
け
て
前
進
中

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
渋
川
伊

香
保
イ
ン
タ
ー
か
ら
東
御
湯
の

丸
イ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
上
信
自
動

車
道
も
、
群
馬
県
側
で
は
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

商
流
、
物
流
、
観
光
、
交
流
、

医
療
な
ど
様
々
な
相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。

「
あ
き
ん
ど
市
」を
地
域
・

消
費
者
と
の
接
点
に

　

組
合
員
と
取
引
先
が
出
店

し
、
地
域
住
民
を
対
象
に
物
品

を
販
売
す
る
、
恒
例
の『
あ
き

ん
ど
市
』も
昨
年
７
月
８
日
に

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
は
っ

き
り
し
な
い
天
気
の
な
か
、

１
６
２
５
名
も
の
方
の
来
場
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、

地
域
へ
の
感
謝
と
還
元
を
目
的

に
、
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
車
椅
子
２
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
協
議
会
の

市
内
全
戸
配
布
の
広
報
紙
に
も

載
せ
て
頂
き
ま
し
た
。今
後
も
、

組
合
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ま
た
、
卸
売
業
と
し

て
は
普
段
あ
ま
り
関
わ
り
の
な

い
消
費
者
と
の
接
点
の
場
と
し

て
、
発
展
継
続
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

維
新
１
５
０
年
を
経
て

郷
土
の
先
人
に
感
銘

　

昨
年
２
０
１
８
年
、
日
本
商

工
会
議
所
の
観
光
振
興
大
会
が

開
か
れ
た
会
津
若
松
市
で
は

『
戊
辰
戦
争
』１
５
０
周
年
イ
ベ

ン
ト
が
、
秋
の
研
修
旅
行
先

の
下
関
市
で
は『
明
治
維
新
』

１
５
０
周
年
事
業
と
、
相
反
す

る
冠
を
付
け
た
都
市
を
訪
れ
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。先
日
、

そ
の
幕
末
の
動
乱
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
松
代
藩
士
、
兵
学

者
、
朱
子
学
者
で
有
名
な
佐
久

間
象
山
先
生
が
祀
ら
れ
て
い
る

神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
境
内

に
は
新
た
に
、
全
国
的
に
店
舗

展
開
す
る
紳
士
服
専
門
店
の
会

社
が
創
業
60
周
年
を
記
念
し
て

寄
贈
し
た
佐
久
間
象
山
像
は
、

地
球
儀
を
持
ち
、
熟
視
し
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
信

濃
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
、
将

来
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
構

想
し
た
先
見
性
と
国
を
想
う
情

熱
に
感
動
、
感
銘
し
ま
し
た
。

傍
ら
に
は
門
下
生
で
あ
っ
た
吉

田
松
陰
、
勝
海
舟
、
橋
本
左
内
、

坂
本
龍
馬
ら
多
く
の
志
士
た
ち

の
胸
像
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し

た
。結

び
に

　

昨
年
は
全
国
で
台
風
、
地
震

な
ど
自
然
災
害
も
多
く
、
組
合

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
も
急
が
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
混
迷
を
増
す
世
の

中
で
す
が
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
、
中
核
的
役
割
を
果

た
す
気
概
を
持
ち
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員

は
じ
め
、
関
係
各
位
に
は
引
き

続
き
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
31
年
　
新
春
を
迎
え
て

理
事
長
　
桑
原
　
茂
実

上
田
冷
蔵
㈱
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２
０
１
９
年
年
頭
挨
拶

副
理
事
長　

高
橋
　
牧
尋

㈱
新
村

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心

よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

◦
２
０
１
８
年
を
振
り
返
り

　

昨
年
は
一
文
字
漢
字
が

「
災
」で
あ
っ
た
様
に
、
全
国

各
地
で
連
日
猛
暑
が
続
き
、

強
烈
な
台
風
や
記
録
的
な
豪

雨
水
害
、
強
い
揺
れ
の
地
震

が
数
多
く
起
き
た
年
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
に

記
憶
に
新
し
い
、
北
海
道
の

胆
振
東
部
地
震
の
様
は
本
当

に
自
然
の
力
の
大
き
さ
を
痛

感
し
、
ま
た「
災
害
大
国
」で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
事
と
、
防
災
の
大

切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
る

光
景
で
し
た
。

　

上
田
卸
団
地
の
運
営
状
況

も
直
近
１
２
月
迄
で
は
前
年

実
績
を
ク
リ
ア
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
組
合
員
各
社
皆

様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続

き
年
間
で
ク
リ
ア
が
出
来
ま

す
様
、
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◦
新
た
な
時
代
を

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

　
も
っ
て
迎
え
る

　

今
年
は
、
30
年
続
い
た
元

号
平
成
が
終
了
し
、
５
月
１

日
よ
り
新
元
号
に
代
わ
る
新

し
い
出
発
の
年
で
あ
り
ま

す
。
平
成
30
年
間
は「
明
と

暗
」が
あ
り
ま
す
が
、
色
々

な
出
来
事
が
起
き
、
世
の
中

も
上
田
卸
団
地
も
大
き
く
変

わ
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

箱
根
駅
伝
で
総
合
優
勝
を

果
た
し
た
東
海
大
の
両
角
監

督
は
そ
の
日
、選
手
に「
我
々

は
王
者
で
は
な
い
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
」と
言
っ

て
選
手
に
更
な
る
飛
躍
を
促

し
、
連
覇
を
阻
止
さ
れ
た
青

山
学
院
大
学
の
原
監
督
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち

が
少
し
低
下
し
て
い
た
」と
、

反
省
の
弁
を
述
べ
て
お
り

ま
す
。

　

新
し
い
元
号
で
始
ま
る

今
年
は
、
米
中
貿
易
摩
擦
が

引
き
金
と
な
り
、
為
替
市
場

は「
円
高
株
安
」と
波
乱
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
は
増
税
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の

か
解
り
ま
せ
ん
が
、
干
支
は

「
亥
」で
す
。「
猪
突
猛
進
」の

格
言
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業

の
分
野
で
は
被
害
も
出
て
お

り
ま
す
。
が
む
し
ゃ
ら
に
で

は
な
く
、
そ
の
時
々
の
状
況

を
よ
く
見
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
ち
、
知
恵
を
働
か
せ
て
企

業
価
値
を
高
め
る
様
、
二
人

の
監
督
の
言
葉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
て
新
し
い
事
に
挑

戦
」し
て
、
確
実
に
前
に
進

ん
で
行
く
事
が
大
事
の
様
な

気
が
い
た
し
ま
す
。

◦
結
び
に

　

今
年
も
上
田
卸
商
業
協
同

組
合
の
業
績
拡
大
に
向
け
、

組
合
員
各
社
の
皆
さ
ん
の
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様

お
願
い
を
申
し
上
げ
、
各
企

業
の
ご
隆
盛
と
各
企
業
の
皆

さ
ん
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
ご
挨
拶

副
理
事
長
　
堀
　
健
二

長
野
県
連
合
青
果
㈱

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

は
輝
か
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

◦
２
０
１
８
年
概
観

　

２
０
１
８
年
は
、
米
中
貿

易
摩
擦
の
深
刻
化
、
中
国
景

気
の
減
速
、
混
迷
す
る
中
東

情
勢
な
ど
、
不
透
明
さ
が
増

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

日
本
経
済
は
雇
用
環
境
も
良

好
で
あ
り
、
雇
用
所
得
も
増

え
、
個
人
消
費
も
底
堅
く
推

移
し
ま
し
た
。

◦
働
き
方
改
革
で

　
生
産
性
向
上
に
期
待

　

２
０
１
９
年
の
日
本
経
済

は
、
昨
年
６
月
に
働
き
方
改

革
関
連
法
が
設
立
し
、「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」が
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
、
生
産
性
向

上
や
人
手
不
足
解
消
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
５

月
に
は
新
天
皇
の
即
位
が
行

わ
れ
新
元
号
に
な
り
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
は
あ
る

も
の
の
、
良
好
な
雇
用
環
境

が
続
く
中
で
、
個
人
消
費
も

堅
調
に
続
く
も
の
と
思
い
ま

す
。

◦
２
０
１
９
年
を

　
更
な
る
発
展

　
に
向
け
て

　

今
年
は
己つ

ち
の
と
い亥で

あ
り
、
己

は
決
ま
り
や
道
筋
を
意
味

し
、
亥
は
新
た
な
生
命
が
種

子
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

状
態
を
指
し
、
次
世
代
に
向

け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
す

る
準
備
期
間
と
位
置
づ
け
ら

れ
ま
す
。

　

今
年
も
組
合
員
様
の
企
業

が
発
展
し
、
よ
り
良
い
一
年

と
な
る
た
め
に
役
職
員
一

同
、
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

役
員
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

役
員
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

㈱矢島が新社屋にて営業を開始
昨年4月に組合に加入しました㈱矢島の本社・新社屋が、卸団地内(旧
㈲丸せん跡地)に完成。11月27日より、営業が開始されました。
同社の事業内容は、工具・工作機械卸売業。

組合員の異動
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平成31年新年会を開催
　１月22日㈫・上田市「香青軒」において、平成31年卸団地新年会が盛大に開催されました。新年会は午後６時30分
に開会され、桑原理事長のご挨拶で始まりました。
　ご来賓には、上田市長　土屋陽一様、上田商工会議所　専務理事　金子義幸様、商工組合中央金庫長野支店　支店
長　髙原清志様、八十二銀行上田支店　執行役員支店長　佐藤信司様、長野県中小企業団体中央会東信事務所　所長
　畑山佳久様をお招きし、土屋市長様、髙原支店長様よりご祝辞をいただきました。
　続いて、昨年11月に、産業振興功績により藍綬褒章を受章されました㈱デンセン　代表取締役社長　若林順平様に、
桑原理事長から受章祝いが贈呈されました。
　今回、初めて出席された組合員の方々も多数おられ、組合員同士、また、ご来賓の皆さまと懇親を深める良い場と
なり、祝宴は大いに盛り上がりを見せました。出席者は、35名。

桑原理事長のご挨拶

髙原支店長様からご祝辞をいただきました。

佐藤支店長様に中締めのご挨拶をお願いしました。

土屋市長様からご祝辞をいただきました。

若林社長からお祝い贈呈の返礼のご挨拶

ご来賓の皆さま
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10月11日㈭　
午前７時から午後１時まで開催。来場者数138名と、こ
としも大感謝祭は盛況でした。

大感謝祭 秋の一斉清掃
10月23日㈫　
組合員・賛助会員等、54名の参加が
ありました。

11月29日㈭　
昨年に続き、環境委員による側溝・道路
の清掃。一斉清掃では手の届かなかった
汚泥等の清掃作業を行いました。

秋の花苗配付
10月22日㈪　
年２回の花苗の配付。
今回は色とりどりのビオラの苗を
配付しました。

事業報告
10月～11月
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11月19日㈪　 
平成31年10月1日に予定されている消
費税の引き上げに備えて、全国卸商業
団地協同組合連合会の後援により講習
会を開催、15名が出席。

11月22日㈭・23日㈮　山口県下関市を訪問・視察

費税軽減税率制度
の講習会を開催

環境委員による
側溝清掃

役員視察研修を実施
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「蚕都上田」の源として
絹の糸で上田市と絆の
深い、下関市・忌宮神
社を視察しました。写
真は、中国から初めて
蚕種が渡来したとされ
る「蚕種渡来之地」記念
碑にて。境内には、上
田市・上田東高校同窓
会から寄贈された「し
だれ桑」が植樹されて
います。

「第36回下関さかな祭」の開会式風景(下
関漁港)。主催は、当組合「あきんど市」
にも出店されたことのある下関商工会議
所。ふく・くじら・あんこう鍋、ふく刺
し等が安価で提供され、当日は午前のみ
の開催で、約5万人が来場とのこと。


